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学校力向上の取組 

～ICTを効果的に活用した学校改善の充実～ 

 

「課題意識を持ち、自ら考え、判断し、ねばり強く問題を解決できる生

徒の育成」を目指し、「ICTを活用した教育の推進」と「働き方改革」を

学校経営の重点に掲げ、全教職員がチームで協働し学校改善に取り組むな

ど、教育活動の質の向上に努めています。 

特に、令和３年度から「学校力向上に関する総合実践事業」の中核校の

指定を受け、１人１台端末における授業支援システムを活用し、生徒の協

働的な学びの実現を図るとともに、授業公開等を通してその成果を近隣校

と共有するなど、ICTを効果的に活用した学校改善に大きな成果をあげて

います。 

また、事務職員が中核となり、働き方改革手引「Road」を活用した働き

方改革の取組を推進することで教職員の経営参画が図られるとともに、ク

ラウドを活用した業務の効率化を具体化し、近隣の学校と情報共有するな

ど、包括的な学校改善に向けた実践は、高く評価されています。 

 

学 級 数 ５学級 

生 徒 数  ６２名 

教職員数 ２０名 


